
「
（
仮
称
）
環
境
教
育
・
学
習
推
進
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

  
今
日
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
全
人
類
共
通
の
課
題
で
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
現
在
の
産
業
構
造
や
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
環
境
保
全
型
に
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
で
の
取
り
組
み
は
当
然
の
こ
と
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
経
済
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
視
野
に
入
れ
た
、
総

合
的
な
環
境
教
育
、
学
習
を
通
じ
て
、
人
類
の
生
存
基
盤
で
あ
る
地
球
環
境
と
共
生
し
た
人
間
の
生
き
方
や
社
会
構
造
の
あ
り
方
を
学
び
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
す
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
に
お
け
る
環
境
教
育
、
学
習
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
中
で
、
自
主
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
必
ず

し
も
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

特
に
、
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
、
学
習
は
総
合
学
習
で
の
活
用
の
み
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
の
位
置
付
け
が
不
十
分
な
た
め
、
学
校
間

に
よ
る
格
差
が
大
き
く
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
企
業
や
地
域
社
会
に
お
い
て
も
、
研
修
や
人
材
育
成
、
実
践
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
そ
の
全

国
的
な
推
進
が
不
可
欠
で
す
。 

 

更
に
、
昨
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
十
年
」
に
関
す
る
決
議
は
、
具
体
的
に
二
〇
〇
五
年

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
が
提
案
国
と
し
て
、
国
際
社
会
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
十
分
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し

て
い
く
た
め
に
も
、
国
内
で
の
環
境
教
育
、
学
習
の
推
進
の
た
め
の
体
制
整
備
が
緊
急
の
課
題
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
環
境
教
育
、
学
習
と
実
践
に
つ
い
て
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
「
（
仮
称
）
環
境
教
育
・
学
習
推
進
法｣

の
制
定
を
早
急
に
図
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

  
 

平
成
十
五
年
三
月
十
九
日 

江
戸
川
区
議
会
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長 
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衆
議
院
議
長
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参
議
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内
閣
総
理
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臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
環
境
大
臣 

あ
て 


